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長崎県立長崎図書館 奉仕課 東川裕美

視覚障害者等用データ送信サービス説明会（令和3年7月8日）



視覚障害者等サービスの内容

 令和2年10月からサービス開始

 活字による読書に困難を感じている方のためのサービス

 「サピエ」や「国立国会図書館視覚障害者等用データ送
信サービス」を利用して、自宅から直接ダウンロードして
視聴したり、音声デイジー図書のデータをコピーしたＣＤ
を借りることができる。

 現在 登録者4名 利用実績 月20タイトル程度



サービス開始の経緯

読書バリアフリー法制定に伴い、視覚障害以外の人達にも読書環境の整備を

進めるため、視覚障害者情報センター（点字図書館）ではサービスの

受けることが難しい発達障害などの「等」の方々も含めたサービスとして開始



利用対象者
長崎県内に在住の方のうち、

以下のような理由で活字による読書に困難を感じている方

（障害者手帳の有無は問わない）

①視覚に障害がある方

②ディスレクシアの方

③上肢に障害があり、ページをめくることができない方

※その他の理由で活字による読書に困難を感じている方も利用できる場合あり



登録方法
利用条件

①活字による読書に困難を感じている方

②長崎県内在住であること

③県立長崎図書館の利用登録があること

提出書類

・視覚障害者等サービス利用申込書

・利用資格が確認できる書類（障害者手帳の写しなど）

・利用登録申請書 ※当館の利用登録がない場合

・住所が確認できる書類の写し（免許証など）

※当館の利用登録がない場合 （視覚障害者等サービス利用申込書）



利用方法
①サピエ個人会員登録を行い、

直接自宅からサピエ等の資料をダウンロードして視聴をしてもらう方法

②県立長崎図書館を通じて、音声デイジー図書等のデータを

ダウンロードしたCDを借りる方法

③県立長崎図書館内で専用の機器などを使用して視聴する方法

（プレクストーク1台準備、

館内の利用者用パソコンにフリーソフト「ChattyBooks」を導入）



サービスを始めるにあたり準備したこと
サピエに加入している都道府県立図書館に対し、利用状況などを照会

サービス計画や要項策定

「サピエ」、 「国立国会図書館視覚障害者等用データ送信サービス」の

加入手続き

盲人用郵便手続き

備品などの整備（プレクストークやよむべえスマイルの購入）

利用案内や再生ソフトの利用方法の案内作成

パンフレットやポスターの作成



広報
パンフレットとポスターを送付

【送付先】

各市町立図書館、大学図書館、福祉事務所、社会福祉協議会、

県立学校、特別支援学校、県内小中学校など

広報誌等に掲載

⇒図書館だよりや県広報誌、新聞、ラジオなど

関連団体などに説明

⇒各市町立図書館、関連部署（県障害福祉課など）、対面朗読ボランティアなど



サービスを始めるにあたり苦労した点
ダウンロードしたCDの貸出について

・盲人用郵便の手続き

・視覚障害者以外の方への送付方法

読書に困難を感じていることをどのようにして図書館が確認をするか

⇒次のスライドでもう少し説明します。



認定方法
（読書に困難を感じていることをどのように確認するか？）

「図書館の障害者サービスにおける著作権法第37
条第3項に基づく著作物の複製等に関するガイドラ

イン」に基づく、利用登録確認リストに利用者自身で
チェックを入れてもらう。

また、チェックした項目を証明できる書類の写しを提
出してもらう



認定方法
（読書に困難を感じていることをどのように確認するか？）

手帳や文書があれば、
その写しを提出してもらう。

（手帳や文書がない場合）

任意様式に必要事項記入
してもらい、提出

項目別に提出すべき
書類がわかるように

一覧表を作成



認定方法
（読書に困難を感じていることをどのように確認するか？）

記載必須事項
「申請する方の氏名、生年月日、障害の状況」
「証明を作成した方の記名、捺印（又は署名）」

作成が難しい場合は、図書館で作成した様式に必要事項記
入し、提出（左図参照）

※国立国会図書館様の「視覚障害者等用データ送信サービス」の
利用登録方法を参考に作成



今後の課題
視覚障害者等サービスに登録はしているが、実際に利用されている様子がない

⇒利用方法がわからない可能性

サービス名を「視覚障害者等サービス」としているため、視覚障害者からの問い合わせが多く、
発達障害など視覚障害者以外の読書に困難を感じている方も対象であるということを認知度
が低い

デイジーを聴くために専用の機器やパソコンに再生ソフトをインストールする必要があるため、
視聴するまでのハードルが高い

職員研修の不足のため、サービスに従事する職員全員が同じようにサービスを行うことが

難しい

広報の方法が文字によるもの中心になっていること

⇒活字に読書に困難を感じている方に対して、直接サービスを知ってもらう方法を検討



まだ、サービスを始めて1年未満のため、今後も試行錯誤をし

ながら、よりよいサービスにできるように努めていきたいです。
そして、今まで読書を諦めていた方々にも読書をする機会を
提供することができればと思います。



ご清聴ありがとうございました。
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